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研究成果の概要（和文）：　当院医療者を対象に院内e-learningシステムを利用して「ラテックスアレルギー」
に対する認知度およびサージカルグラブを含む医療材料の非ラテックス化に対するアンケート調査を実施した。
その結果、知っているが正しく説明ができない者が56％であった。ラテックスアレルギーを有する患者と接した
ことがある者は25％あり、医療材料の非ラテックス化に対しては、56％が賛成であった。
　この結果を踏まえて、研究期間を1年延長し、平成28年度には手術室内で非ラテックス製サージカルグラブを
全て非ラテックス製に変更したが、その前後でのラテックスアレルギー発症事例数検討が出来ないまま研究期間
を終了した。

研究成果の概要（英文）： It carried out the questionnaire in medical staff about he recognition for
 "an allergy to latex" and the promotion of non-latex of medical materials using the e-learning 
system of the hospital. As a result, although it had been heard about latex allergy, those who 
cannot explain correctly reached 56% of the whole health professional. The 25% of whole health 
professional who is in contact with the patient of latex allergy existed. 56% of the personnel 
agreed to non-latex of medical materials. 
 Based on these results, we extended study period for one year and changed all the non-latex-based 
surgical gloves to the non-latex-based thing in an operating room in 2016.
We completed study period without being available for number of the allergy to latex onset examples 
examination in approximately the change.
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１．研究開始当初の背景 
 多くの医療機関では、これまで看護師が中
心となって、カテーテル、血圧計マンシェッ
トや非滅菌手袋など病院環境からのラテッ
クス製品排除を進めてきたが、いまだに多く
のラテックス製品が使用されている。サージ
カルグラブの非ラテックス化を導入するこ
とは、抗原暴露の機会を減少させる点から、
ラテックスアレルギー発症抑制効果がおお
いに期待できるが、実行するには大きな２つ
の障壁が存在する。①医療従事者に非ラテッ
クス化を納得させうる実証データが不足し
ている。ラテックスアレルギー発症抑制効果
をしっかり提示できていない。②医療の安全
性を確保する取り組みに一定の経費や設備
投資はやむを得ないが、従来品からの変更で
必要となる購入代金の差額が、この変更によ
って回避可能となる病院の経済的損失を上
回るかどうかが重要となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、医療機関における滅菌済
み手袋の非ラテックス化に関し、２つの仮説
について実証することである。 
①大学病院におけるサージカルグラブのラ
テックスフリー化は、医療行為を介した患者
および既に感作されている医療従事者での
アナフィラキシーショック発症を抑制する。
さらに、医療従事者での新たなラテックスア
レルギー発症を抑制する。 
②サージカルグラブのラテックスフリー化
は、そのために必要である投資額を上回る病
院の損失額抑制効果を有する。すなわち、ラ
テックス製に比較して非常に高額である非
ラテックス製手袋の購入経費差額とラテッ
クスアレルギー発症による医療機関の損失
とを比較検討する。損失には、患者および医
療従事者でのラテックスアレルギー発症に
かかる治療費のみならず、新たなラテックス
アレルギー発症や症状増悪による医療従事
者の離職・職場環境変更に伴う医療従事者の
人的、経済的損失を含む。 
 
３．研究の方法 
(1)全医療従事者を対象として、「ラテックス
アレルギー」に関する認知度、「ラテックス
アレルギー」罹患の有無と業務への影響や非
ラテックス化への理解度などを調査する。ま
た、「ラテックスアレルギー」に関する医療
従事者の認知度や非ラテックス化への理解
度を分析し、非ラテックス化に対する障壁を
抽出する。 
(2)電子カルテの検索機能を利用して、上記
病名が新規登録された患者を抽出し、個別に
カルテ内容を調査して、「ラテックスアレル
ギー」と「アナフィラキシーショック」を抽
出する。そこから、具体的な原因物質を検索
して、ラテックスの関与を調査する。 
(3)「ラテックスアレルギー」に起因した病
院の経済的損失を実際にかかった医療費と

感作された医療従事者の離職や職場環境移
動に伴う損失を算出する。 
 
４．研究成果 
(1) 全医療従事者を対象として、「ラテック
スアレルギー」に関する認知度、「ラテック
スアレルギー」罹患の有無と業務への影響や
非ラテックス化への理解度などを調査する。
また、「ラテックスアレルギー」に関する医
療従事者の認知度や非ラテックス化への理
解度を分析し、非ラテックス化に対する障壁
を抽出した。院内医療スタッフ対象のアンケ
ート結果（回答者 411 名）； 

 

 

 
 ラテックスアレルギーの認知度は、よく知
っている者の割合は 36％で、半数以上は十分
な知識を有していないことが明らかとなっ
た。次に、４分の１の職員がラテックスアレ
ルギーを有する患者に接していたが、アナフ
ィラキシーショック症例の経験がある者は
13％のみであった。医療スタッフの 21％が自
身にラテックス製グラブによるアレルギー
を有しており、その対応に難渋している現状
が明らかとなった。今後医療機関が行うべき
対策としてはグラブを含む医療材料の非ラ
テックス化を選択した者が過半数に達した。 
(2) 手術室において 5 日間、2 種類の非ラテ
ックス製サージカルグラブ(試用品 A、試用品
B)を配備し、医師、看護師、臨床工学技士を
対象に試用モニター調査を実施した。従来の
ラテックス製グラブには装着性や使用感を
高める目的でコーンスターチパウダーが付
いているのに対して、非ラテックス製具グラ
ブはパウダーを付けていない製品を準備し
た。その理由は、1. パウダーには手指の皮
膚細胞を研磨する危険性があり、表皮バリア
が損傷した場合、アレルゲンの皮膚透過性が
増加する、2.パウダーには、天然ゴム（NRL）
タンパク質抗原と結合する機能がある。この



結合粒子は、手袋を着脱する際にエアロゾル
化（空気中に粒子が分散）し、浮遊パウダー
を吸引または摂取すると、ラテックスに対す
る感作やアレルギー反応を引き起こす危険
性が高くなる、3.パウダーは、人体の体腔で
炎症反応を生じる原因となり、繊維帯（肉芽
腫）や手術後癒着の形成を引き起こす可能性
があるためである。 
モニター調査の結果（有効回答者数 56 名）; 

 
 
 
 
 
 
 
 試用品はいずれもパウダーフリー（パウダ
ー無し）であったが、装着性、試用感および
交換性（装着後約 3時間毎に交換）の 3項目
に関して、試用品 Aはいずれも従来品（ラテ
ックス性パウダー付）に比べて劣っていると
の回答が過半数を上回ったのに対して、試用
品Bは劣っていると判断したスタッフは４分
の１以下であった。この結果に基づき、院内
への説明会を実施し、また、中央手術部運営
委員会、医療材料検討委員会での承認を経て、
滅菌済みサージカルグラブは、従来品からは
試用品Bへ変更することで医療者の了解を得
ることが出来た。 
(3) 院内のインシデント／アクシデントレ
ポートシステムから 2012 年より 2015 年まで
の 5 年間のレポート（総数 17575 件）から、
アナフィラキシーショックの症例をキーワ
ード検索にて抽出しその具体的内容を検証
した。その結果、アナフィラキシーショック
事例は 34 件で、その原因物質は、造影剤、
抗菌薬の順に多かった。しかし、疑い事例を
含めてもラテックス製品が原因と思われる
事例は認めなかった。これは、2012 年より未
滅菌のディスポーザブル作業用グラブは既
に非ラテックス製品のみとなっていたこと
も関与していたと思われる。当院では、2016
年に、院内採用の滅菌済みサージカルグラブ
は全て非ラテックス製品に変更されたが、
2016 年もサージカルグラブによるアナフィ
ラキシー発症の報告はなく、滅菌済みサージ
カルグラブの非ラテックス化がラテックス
によるアレルギー疾患の発生を抑制するか
否か関する検討はまだ出来ていない。 

一方、厚生労働省より 2016 年 12 月に、「パ
ウダー付医療用手袋に関する取り扱いにつ
いて」という通達で今後 2年以内にパウダー
無し手袋への変更を全ての医療機関に促し
た。これにより、非パウダー化と同時に非ラ
テックス化が促進されることは確実である。
すでに価格面でも非ラテックス製品はラテ
ックス製品と大差ない水準まで到達してお
り、医療安全面からは非常に望ましい状況に
なりつつある。 
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